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＜連絡事項＞
なし

＜患者様連絡事項＞
・戸来　栄一様～主治医に外泊の様子や拒薬宣言していることを報告している。主治医から退院に関しては筋注をしている為、拒薬があっても退院調整を進めて良いと指示あり。調整の為に母様に連絡するも不在。

・伊藤　誠様～主治医からの診察あり。不安については解消したとの事で当初の予定通り1/6
[bookmark: _GoBack]に退院予定となる。

＜要注目患者様＞
・續石　トシヱ様～主治医に左手背に腫脹、発熱、鼻汁あることを報告している。左手背の腫脹にはレントゲンの指示あり。また、発熱に関しては発熱時のIFオーダー、インフルエンザ・コロナの抗原検査の指示あり。左手背のレントゲン結果から骨折所見なし。主治医から湿布を貼付し経過観察の指示あり。

・今田　克博様～主治医に感冒症状があることを報告している。内服薬を処方しても拒薬の可
能性が高い為、経過観察するように指示あり。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前・午後1時間ずつの開放観察実施。開放後、詰所に入り間食物を盗る行為あり。スタッフ制止する奇声発し不穏さあり。入室後は徘徊あるも静かに過ごされている。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・澤口　利香様～終日隔離中。感冒症状目立たず、訴えもなし。不機嫌さや訴えなく、落ち着いて過ごされている。引き続き身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

＜田名部Dｒ診察＞
・青木　昭弘様～臨時薬変更なし

・長瀬　伸也様～普段はやはり服薬治療や検査、作業療法などの活動に意欲的になることはみられず、本日の診察時もこれまでのように、病院に対する不満を繰り返して、裁判所に行かせてほしいと要求を繰り返すのみである。

・小笠原　久年様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・中居　伊佐男様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・袴田　将志様～臨時薬変更なし

・若沢　理子様～診察拒否あり、臨時薬変更なし。

・泉川　ケイ子様～本日よりマイスリー6日分追加処方。

・太田　留美子様～臨時薬変更なし。

・溝口　弘子様～臨時薬ミルタザピン15㎎→30㎎へ増量、他同内容で7日分処方。不眠時ブロチゾラム10回分処方。西病棟へ転出可。個室へ移動可。

・成田　富士子様～血糖測定継続指示、臨時薬変更なし。

・立花　圭様～臨時薬同内容にて7日分処方。

・田中　敬様～臨時薬同内容にて7日分処方、本日より任意入院へ変更・北病棟へ転出可。

・鈴木　和則様～臨時薬同内容にて7日分処方。1/12自宅への外出は、橋本氏が良ければ外出許可あり。西病棟へ転出可。

・丹内　栄子様～臨時薬変更なし。

・赤石　陽介様～大部屋への移動許可あり、面談は保留し経過見ていくよう指示あり。

・高橋　亮様～寝る前にヒルナミン(5)2T　6日分追加処方あり。

＜馬渡Dｒ診察＞
・佐々木　理佳様～妄想により外泊から早く戻ってきたこと、病棟でも妄想言動あり、幻聴による大声等あげている事を報告。
主治医より周囲への影響も考え、我慢する事も大事であること伝えられている。コントミンを除剤し、シクレスト舌下錠（5）1T追加となっている。シクレスト舌下上服用後は10分飲食禁止であること伝えられている。

・寺井　恵利子様～拒薬はなくなり食事摂取量が低下しており臥床傾向である事報告する。
診察までの移動時嘔気や眩暈を訴えている。昨日より眩暈症状があった事主治医へ本人も訴えている。食事の低下や水分摂取量の低下による脱水も考えられ、リチウム等の副作用の影響で眩暈等出現している可能性もある事から本日点滴ソリタT3 2本、明日1/5はソリタT3 1本処方となっている。また、食事が“きれいだと思えると食事が出来る”と報告している。入院前と比べて服薬した事による効果である為、服薬はした方が良いと伝えられ頷いている。便秘続いている為、IFオーダーに便秘時ピコスルファート10～15滴の指示受ける。

・河津　繫吉様～大きなバイタルサイン異常無い事、下血見られていないこと報告する。
本日、介護保険訪問調査予定であること伝えている。1/10　八戸赤十字病院消化器内科受診にあたり、紹介状の差し替えをするよう指示受ける。

・細越　タキ様～診察室に入るなり「退院させてください。1回家に帰してください。孫では出来ない事とか家の片づけとかして来たい」と話され、治療を要する事、退院で着ない状態である為外出3時間程度であれば家族も了承すれば可能であること再三伝えられるが、「退院出来ないのーえー」と繰り返している。
1/5からの処方、グラマリール（25）2→4Tへ増量となっている。

・河又　京子様～過干渉はあるがトラブル無く、概ね変わりなく過ごせている事報告する。
セルトラリンは中止とし、その他処方継続との事。退院支援進めるよう指示あり。

・下口　政子様～本人が希望したスマホについての使用許可は出ず。
施設への外泊は、治験のスタッフや施設の受け入れが良いのであれば可だが、積極的にお勧めはしないと主治医から言われている。処方変更なし。

＜皮膚科診察＞
・鈴木　和則様～皮疹再び増悪　同前処置。フェキソフェナジン2錠　2×1　7日分処方となる。

・水梨　孝純様～両踵悪化なし。尿素クリーム処方となる。

上記以外の患者様、同前処置、新たな処方なし。
